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研究成果の概要（和文）：　現代社会に生きる私達は、いつでも、どこでも、誰でも、災害に遭遇する可能性が
ある。本研究は、安全で安心できる社会創造のために、野外教育の方法を活用した防災・減災教育のモデル「い
のちの教育」構築を目的とした。著書等4編、特に「危険予知トレーニング」は「いのちの教育」と関連する。
研究論文13編、救命教育、ライフセービングを通して「いのちの教育」が有用である。学会発表15編、ウォータ
ーセーフティ、ウエルネス等の研究から「いのちの教育」への挑戦が進められた。アクティブラーニング等のツ
ールとして利用できる「カラーボード装置」を開発した。学校教育を中心として、幅広く「いのちの教育」を普
及、展開していく。
研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study is to develop the concept of "life education" 
through outdoor education and disaster education. Disasters can occur anytime, anywhere, and to 
anybody. Therefore, it is important that they be given disaster education. Compiled four books, '
Training for getting out of danger' is connected with "life education". Edited 13 dissertations, 
lifesaving education is useful for "life education". The 15 presentations, challenges "life 
education" through water safety, wellness and so on. Invented 'The color board equipment for active 
learning'.
  We promote and develop "life education" through school curriculum and community education.  
研究分野：身体教育学、健康教育学、野外教育学、海洋教育学、救急救命教育
キーワード： いのちの教育　防災・減災教育　野外教育　救急救命教育　ライフセービング　住みたいまちづくり
  ３版
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１．研究開始当初の背景 
 現代社会に生きる私達は、「いつでも、ど
こでも、誰でも」災害に遭遇する社会に生き
ている。私達が住む神戸の街も、平成 7年 1
月 17 日に阪神淡路大震災に見舞われた。震
災による教訓から新しい街づくりが始まり、
兵庫県立舞子高等学校環境防災科の設置（平
成 12年 3月）もこの一つである。 
 防災教育は公助の一つで、目標は災害で
「いのち」を落とさないことである。防災・
減災は文化と密接に関係し、様々な分野と関
わる学際的な学問である。文化的側面を、人
間力（生物としての人間を意識すること）、
生活力（たくましく生きること）、市民力（人
間社会の繋がりの中で連帯する能力）と解釈
する者もいる。これからの社会では、防災教
育には、「このような社会を作りたい」とい
う夢や希望が求められる。 
 野外教育は、「人間が自然との関係及び自
然環境に対する愛護者としての責任を知り、
認識し、理解し、尊重する力を養う」ことと
言われる。具体的には、①自分や他の人々を
理解し、尊敬し、相互に積極的に働きかけ、
協力することを学ぶ、②自然環境を愛し、理
解し、楽しむことを学ぶ、③野外で、安全に
健康的に生活することを学ぶ、④生涯にわた
り野外生活や自然環境への関心を発達させ
ることを学ぶことである。これからの野外教
育の目標は、「自己、仲間、社会、自然に対
する態度の望ましい変容を導く」と考える。 
 防災教育とは、「いのちを守る」ことの重
さと難しさを人々の心の中に育む教育とい
える。野外教育は、変化に富む分野（生態系、
身体的スキル、個人の成長や教育技術、冒険
教育、環境教育等）が混ざり合った教育であ
る。特徴は、学習の対象を実際に観察し触れ
感じるという「直接体験（ firsthand 
experience）」を媒介とした効果的な学習の場
を提供できることにある。さらに、「活動を
為しつつ学ぶ（learning by doing）」という
特徴も併せ持っている。すなわち野外教育は、
学習者の体験が基本にある。野外教育は、体
験学習を基盤とし、身体的スキル、対人的ス
キル、生体との関係性について理解を深める
学習領域（Gilbertson, K., et al, 2006）であ
り、防災・減災教育とともに「いのちを守り
育む」学際的な教育で、「いのちの教育」の
有用な素材である。 
 
２．研究の目的 
 阪神淡路大震災以降多くの防災教育が実
施されているが、実施後の評価は十分になさ
れていない。そのため、防災教育の積み上げ
が十分になされているとは言えない。本研究
は、現在行われている防災教育について、現
状把握と課題整理をし、検討の上防災・減災
教育の理念構築を行い、それを基に評価尺度
の作成をする。まとめとして、防災・減災教
育のモデルプログラム「いのちの教育」を構
築することである。 
３．研究の方法 
 以下の 3か年にわたる計画を立て進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 防災教育は、リスク軽減関連の文献で論ぜ
られるテーマである。防災教育は、人間の権
利としてまた開発への展望や環境問題の一
部として、様々な枠組みや会議で取り上げら
れているが、実際的な問題なので、単独で小
中高校や大学の課程教育として存在できな
い。正課教育、課外活動、学校内活動、学校
外活動の夫々がバランスを保つ必要がある。
防災教育は、学校、家庭、地域社会を繋ぐも
のと見做される。防災教育で重要な要素は、
過程（プロセス）、手法（アプローチ）、手段
（ツール）である。過程と手法は革新的で、
生徒主導の必要があり、手段は理論と実践を
繋ぐものでなくてはならない。 
 先行研究で明らかになったことは、津波史
学者山下文男が広めた「津波てんでんこ」の
言葉の重要性である。津波の避難は一刻一秒
を争うので、「てんでに（ばらばらに）逃げ
るしかない」という意味である。釜石の奇跡
と言われている、鵜住居小学校と釜石東中学
校の避難行動である。釜石市では、文部科学
省の防災教育支援事業が始まる以前から、群
馬大学片田敏孝教授らの研究グループと協
働して防災教育に取組んできた。長期的視点
に立ち災害に強い地域社会のあり方を検討
し、地域に災害文化を根付かせるための「災
害文化醸成プロジェクト」を実施していた。
地域の子ども達を中心とすることで、災害文
化を次世代に伝承する担い手として、保護者、
地域、学校等地域防災関係者と共に、地域に
災害文化定着の社会システム構築を試みて
いる。片田（2012）は「いのちを守る教育―
3.11釜石からの教訓―」で、いのちを守る三
原則として、想定にとらわれるな！その状況
において最善を尽くせ！率先避難者たれ！
と述べている。津波に備えて準備すること
（防災教育）は、きれいな海があり美味しい
海の幸が多く獲れる、大好きな釜石市で暮ら
すための『お作法』と表現し、子ども達の興
味・関心を引き出す重要性を説いている。災
害や危機は、予想を超えた姿で襲ってくるか
ら、「こういう時はこうしなさい」という対
処療法的なマニュアル教育では太刀打ちで
きないことが、東日本大震災で明らかになっ
た。自然相手では、固定的な考え方を捨て、
状況に即した行動をとらなければならない。
どのような状況下でも生き延びるようにす
るには、根源的な要素『姿勢』が問われる。
『知識の防災教育』ではなく、『姿勢の防災
教育』を受けていれば、知識が意味あるもの
になる。米国では、「街で人が一人倒れてい
たら助けなさい。二人倒れていたら気をつけ
なさい、三人倒れていたら逃げなさい」と学
校で教えている。自分のいのちを守る『姿勢』
教育を実践している。日本は自然が豊かな国
だが、自然の恵みを享受する半面、自然災害
と向き合って生きている。想定外の災害が起
こりうる環境で暮らす限り、自ら考え、判断
し、行動する、柔軟な『姿勢』を育まなけれ
ばならない。 
 学校での防災教育の重要性は、①児童・生
徒は災害社会で最も脆弱な存在、②児童・生
徒は地域社会の将来を担う、③学校は会合や
活動の際地域の中心的存在としての機能を
持つ、④教育効果は保護者や地域住民に伝達
できる（UNISDR 2006a）である。防災教育は、
経験に基づく行動中心の学習で行われる方
が成功しやすい。防災教育の使命は、①災害
に繋がる自然や環境の状態及び人間の行
動・不行動を理解させることで個人と集団の
行動変化を促す、②災害の脅威軽減のため、
言論を促し社会政策への期待高揚の役割が
必要と言われている（Sharma,2008）。地域固
有の知識や情報は、夫々の地域で何世代にも
渡って進化し、地域の実情の中で長年かけて
実証されているため、代々受け継がれている
と考えられる。 
 災害リスク軽減のための教育の重要性は、
国際的アジェンダや枠組み、会議、国連プロ
グラムで強調されてきた。国連国際防災戦略
（UNISDR）の「知識と教育」作業部会は、「防
災教育は、人々や組織が互いに学び合う相互
的プロセスである。範囲は、小中高校や大学
での学校教育よりも広く、自然災害から身を
守るための伝統的な地域固有の知識を知り、
活用することも含まれる」としている
（UNISDR, 2005）。これは、防災教育政策の
将来的見通しとしての兵庫行動枠組におけ
る教育（Education in Hyogo Framework for 
Action: E-HFA）に示されている。 
 兵庫県立舞子高等学校（以下舞子高校）は
2002年世界で初めて高校レベルに防災を専
門とする「環境防災科」を設置した。舞子高
校は、防災教育の目的を社会の防災力の向上
としている。防災力には、災害に対応するた
めの基本的知識と技能、そして社会に貢献す
るという強い意志の三つの要素がある。舞子
高校環境防災科は、阪神淡路大震災の教訓か
ら、共生社会における人間の在り方や生き方
を生徒に考えさせることを目標とし、自然環
境や社会環境との関わりを視点に据えた防
災教育を行っていて、有用な人材を輩出して
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
市民に要求される災害への対応行動の時
系列変化は上記のようなものである。防災教
育は、阪神淡路大震災以降積極的に進められ、
助け合いや感謝の心、家族地域の重要性等
「絆」の教育であった。東日本大震災以降防
災・減災教育は、地域・文化に関係し、公教
育で地域に応じた防災・減災教育が必要であ
ることが明らかになった。 
防災教育：大学生に対するプログラム事例 
 神戸常盤大学は、阪神淡路大震災発生時
（M7.2）、長田区大火災発生時緊急避難場所
として体育館を提供し避難者600名を受け入
れた。このような歴史を持つ本学は、災害支
援、意識啓発を中心とする活動を継続し、阪
神淡路大震災、東日本大震災で、以下の活動
を行ってきた。 
 岩手県釜石市本郷地区、上閉伊郡大槌町緊
急援助活動、宮城県石巻市こどもフェスタ開
催他4活動。特に阪神淡路大震災復興の集い
－大震災から20年未来へのメッセージ－は、
大震災発生から 20年の節目に、大震災を知
らない若い世代へ、過去から現在そして未来
に向けて語り継いでいくためのメッセージ
を送り届けた。また、震災学習ツーリズム（宮
城県立石巻商業高校2年生175名、宮城県立
石巻高校2年生220名）では、修学旅行で神
戸市を訪れた被災地の生徒達と本学学生が
共に、「いのち」「復興」「防災」をテーマに
話し合った。異年齢の集団が共通のテーマで
話し合ったことは、今後の「いのちの教育」
の普及と展開に大きな示唆を与えられた。 
 神戸発「生きる力を育み、未来へつなぐ」
防災教育研究大会での、学生の授業参画と研
究大会への協力等で学生達の、「いのち、防
災」に対する関心は飛躍的に高まった。学際
的なテーマである防災は、環境、開発、人間
の安全保障など他の領域と結びついている。
環境と災害の関連性は、自然問題と社会問題
が混在している地域において明白で、特に地
方部は顕著である（Shaw,2006）。 
防災教育：高校生に対するプログラム事例 
 教育全体が防災を取入れるためには総合
的な手法が必要である。UNISDRが発行した
『理念を行動に:兵庫行動枠組を実践するた
めの手引き（Words into Action: A Guide for 
Implementing the Hyogo Framework）』で、
次の5つの優先事項を示している。そこでは、
①教育に防災を取入れる際の制度上の基盤
を創る、②教育部門における災害リスクを特
定、評価、経過観察する、③防災教育を通じ
て安全に関する文化を築く、④教育部門に潜
むリスクを減らす、⑤緊急時に教育部門が効
果的に対応し、教育を再開できるようにする、
都市16の課題を設定している。 
 舞子高校環境防災科は、阪神淡路大震災の
教訓を生かし、共生社会における人間として
の在り方や生き方を生徒に考えさせること
で、自然環境や社会環境との関わりを視点に
据えた防災教育を行っている。しかし、環境
防災化等を持たない高校では、「震災学習ツ
ーリズム」の例のように、まず被災地を訪問
し、感じ体験し考える過程が重要であろう。
高校においても、経験に基づく行動中心の学
習が有効と考えられる。 
防災教育：小・中校生へのプログラム事例 
 神戸市では、阪神淡路大震災直後の平成 7
年3月27日「神戸の教育再生緊急提言会議」
が、「震災を負の遺産として子どもに残すの
ではなく、これを乗り越えて、未来に力強く
生きていく子どもの育成に努めていかなけ
ればならない」と緊急提言した。その後「震
災によってもたらされた教訓や可能性を学
校の中に取り入れていこう」と、未来へ伝え
ることが神戸の教育の使命であると確認さ
れた。そこで、防災教育副読本「しあわせは
こぼう」1・2・3年生用、4・5・6年生用、「幸
せ運ぼう」中学生用が発刊され、地域の学校
の温度差を埋めるために活用された。さらに
指導の手引きが発刊され、「災害は怖い」と
いう認識ではなく、児童の発達段階に応じて、
科学的な知識を正しく理解し、災害への備え
を学ぶようにした。 
 平成 26年 12月には、震災 20年教材「み
らいへつなぐ」を発刊し、震災 20年の節目
に、震災を経験していない小・中学生が神戸
市民として、家庭や地域とともに阪神淡路大
震災を学び、思いを共有すると同時に、未来
に対して夢と希望が持てるように意図した。 
いのちの教育の構築 
 防災・減災教育は、学校、家庭、地域社会
を繋ぐもので、地域防災活動関係者と共に、
地域に「いのちの教育」を中心とした、災害 
 
 
 
 
 
 
 
 
文化を定着させる社会システムの構築が必
要である。基本的には、「自分のいのちは自
分で守る」「家族のいのちは家族で守る」「地
域のいのちは地域で守る」ことを地道に続け
ることであろう。与えられた「いのち」を守
り、育て、生かすことがそれぞれに求められ
ている。防災・減災教育は「いのちを守る」
ことの重さと難しさを人々の心の中に育む
重要な教育である。いのちを守る三原則は、
想定にとらわれるな！その状況において最
善を尽くせ！率先避難者たれ！と片田
（2012）が述べていることに尽きる。避難三
原則は、津波や地震の教育ではなく、自然に
向き合うための『姿勢』を教える教育である。
自然を愛し、自然に対する畏怖の念を持ちつ
つ、災害時に自分のいのちを自ら守り、自分
ができる最善を尽くして生き延びる。「いの
ちの教育」は、人々や組織が互いに学び合う
相互的プロセスでもある。よりよい未来創造
に「いのちの教育」が果たす役割は大きい。 
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